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概要
令和８年10月５日に施行される不動産登記規則の一部を改正する省令

（以下「本改正」という。）により、所有権の登記名義人となる者につ
いて、検索用情報として新たに「国籍等」を申し出ることが必要となり
ます。

これに伴い、申請用総合ソフトにおいて、以下のとおり検索用情報の
入力様式が変更となります。

お手数をお掛けしますが、より適切な申請情報の作成と迅速な事務処
理の実現のため、ご協力をお願いいたします。

No 項目

1 検索用情報欄における“住所区分”入力欄の追加

2 検索用情報欄における“国籍等”入力欄の追加

主な変更内容

※ 本資料の画面例及び説明は、申請用総合ソフトを前提としています。
民間事業者が提供する申請書作成ソフトウェアについては、画面表示、 操作方法又は提供機能が異なる場合が

 あります。
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No.1 検索用情報欄における“住所区分”入力欄の追加

本改正により、所有権の登記名義人となる者が国外に住所を有すると
きも、国籍等を申請情報の内容として申し出る必要があるとされること
を踏まえ、検索用情報欄に、新たに登記名義人の住所区分を追加します。

つきましては、該当する項目を選択いただきますようお願いします。

【参考画面】

「住所区分」を選択する
ボタンが追加されますので、

該当する項目を選択してください
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No.２ 検索用情報欄における“国籍等”入力欄の追加

本改正により、所有権の登記名義人となる者について、新たに国籍等
を申し出ることとされました。 このため、検索用情報欄に「国籍等」の
入力欄を追加します。 

申請の際は、当該項目について入力いただきますようお願いします。
なお、入力の際の留意事項等については、次葉以降をご参照ください。

【参考画面】

「国籍等」の欄が追加されます
ので、ご入力をお願いします。
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No.２ 検索用情報欄における“国籍等”入力欄の追加

【入力時における留意事項等】
国籍等欄の入力における主な仕様・留意事項は以下のとおりです。

各画面について、次葉以降に掲載しておりますので、入力の際は
ご留意ください。

No 仕様・留意事項

2-1 日本国籍の場合は「日本を設定する」を利用可能

2-2 外国籍の場合は「国名選択」から入力

2-3 国籍等の設定件数は最大10件まで

2-4 同一の国名の複数入力は不可

2-5 無国籍と他の国名は同時設定不可
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No.２-1 日本国籍の場合は「日本を設定する」を利用可能

検索用情報の国籍等欄に日本国籍を設定する場合は、「国名選択」ボ
タンから国名を選択しなくても、下図のとおり、「日本を設定する」ボ
タンを押下することで、簡単に設定することが可能です。

【参考画面】
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No.２-２ 外国籍の場合は「国名選択」から入力する

検索用情報の国籍等欄に外国籍を設定する場合は、「国名選択」ボタ
ンを押下します。

地域等の選択画面が表示されますので、「地域」をドロップダウンリ
ストから選択し、国名を選択して「設定」ボタンを押下してください。

なお、国籍等欄に無国籍を設定する場合、地域欄は“その他”を選択し
てください。

【参考画面】

①

②

③

④
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No.２-３ 国籍等の設定件数は最大10件まで

検索用情報の国籍等欄は、「国籍等追加」ボタンを押下することで設
定欄を追加することができますが、最大件数は１０件までとなります。

【参考画面】

最大１０件まで
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No.２-４ 同一の国名の複数入力は不可

検索用情報の国籍等欄に同一の国名が重複して入力されている場合は
エラーとなり、申請を行うことができません。

エラーメッセージが表示された場合は、内容を確認し、重複している
国名欄を削除してください。

【参考画面】



９

No.２-５ 無国籍と他の国名は同時設定不可

検索用情報の国籍等欄に無国籍が入力されている場合、他の国名が入
力されているとエラーとなり、申請情報を送信することができません。

エラーメッセージが表示された場合は、内容を確認し、不要な国名欄
を削除してください。

【参考画面】
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